
毎
日
あ
っ
た
敵
機
の
空
爆
が
全
く
な
く
ピ
タ
リ
と
止
ん
だ
の
で
、

だ
ん
だ
ん
納
得
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
は
毎
日
毎
日
後
方
に
下
が
る
。

昭
和
二
十
年
十
月
一
日
、

中
支
咸
寧
に
到
着
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
九
日
咸
寧
を
出
発
し
、

武
漢
を
経
て
武
昌
に
到
着
、
武
昌
よ
り
乗
船
、
南
京
に
向
か
う
。

四
月
二
十
日
付
に
て
陸
軍
兵
長
に
進
級
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日
、
南
京
上
陸
、
鉄
道
に
て
二

十
五
日
上
海
に
到
着
。
そ
の
後
は
毎
日
市
街
地
区
に
て
キ
ャ
ン

プ
生
活
が
続
い
た
。
六
月
二
日
上
海
出
帆
、
一
路
日
本
に
向
か

い
、
六
月
四
日
佐
世
保
に
上
陸
。
明
五
日
、
佐
世
保
海
兵
団
内

に
て
復
員
式
を
終
了
し
、
約
五
年
振
り
に
懐
か
し
い
我
が
家
に

無
事
復
員
し
た
。

中
支
戦
線
の
思
い
出
　 山口
県
　
岡
崎
哲
夫
　 

私
は
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
、
山
口
市
の
歩
兵
第
四
十
二
連

隊
補
充
隊
へ
、
現
役
徴
集
兵
と
し
て
入
営
し
ま
し
た
。

私
の
入
営
当
時
の
家
族
構
成
は

祖
父
　
　
　
　
　
死
去

祖
母
　
　
　
　
　
健
在
　
　
　
農
業

父
　
　
　
　
　
　
健
在
　
　
　
農
業

母
　
　
　
　
　
　
健
在
　
　
　
農
業

本
人
（
長
男
）
　
健
在
　
　
　
農
業
兼
電
気
工
事
夫

弟
（
次
男
）
　
　
健
在
　
　
　
農
業

弟
（
三
男
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

妹
（
長
女
）
　
　
健
在
　
　
　
郵
便
局
勤
務

妹
（
二
女
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

妹
（
三
女
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

妹
（
四
女
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

と
い
う
、
十
人
家
族
の
大
世
帯
で
し
た
。
作
付
面
積
が
一
町
二

反
歩
で
、
生
活
は
や
や
苦
し
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

当
時
の
戦
局
の
推
移
状
況
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
開

戦
当
初
よ
り
の
勝
ち
戦
さ
の
継
続
で
、
国
内
の
士
気
は
旺
盛
で

し
た
。
入
営
に
際
し
て
は
一
月
三
十
一
日
、
村
役
場
の
前
で
壮
行
式

が
開
か
れ
、
見
送
ら
れ
る
壮
丁
は
私
一
人
で
あ
っ
た
が
、
私
が



予
て
よ
り
青
年
団
そ
の
他
村
内
の
組
織
の
お
世
話
役
を
し
て
い

た
関
係
で
戸
数
僅
か
二
百
八
十
戸
程
度
の
寒
村
と
は
い
え
、
見

送
人
は
三
百
人
以
上
の
盛
会
で
し
た
。

私
は
心
中
深
く
期
す
る
と
こ
ろ
固
く
、
壮
行
式
の
答
辞
で
は

「
誓
っ
て
鬼
畜
米
英
の
撃
滅
に
皆
様
の
御
期
待
に
こ
た
え
る
よ

う
、
粉
骨
砕
身
の
ご
奉
公
を
や
り
と
げ
ま
す
。
長
州
を
代
表
し

て
私
共
が
出
征
す
る
以
上
、
弟
や
妹
が
後
に
続
い
て
戦
線
に
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
私
共
で
食
い
止
め

る
よ
う
決
死
の
覚
悟
で
頑
張
り
ま
す
」
と
述
べ
て
勇
躍
兵
役
に

服
さ
ん
と
誓
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
片
田
舎
の
村
か
ら

山
口
市
ま
で
、
軽
便
鉄
道
、
山
陽
線
、
山
口
線
と
乗
り
継
い
で
、

夕
刻
父
と
山
口
市
内
の
宿
屋
に
共
に
枕
を
並
べ
て
一
泊
し
ま
し

た
。軍
隊
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
入
営
前
よ
り
い
ろ
い
ろ
と

多
く
の
人
か
ら
聞
か
さ
れ
て
、
概
ね
承
知
し
て
お
り
、
内
務
班

の
苦
労
、
教
練
演
習
の
苛
烈
、
上
級
者
や
古
兵
と
の
か
か
わ
り

合
い
等
は
、

若
い
勢
い
と
自
分
か
ら
買
っ
て
出
る
苦
労
に
よ
り
、

比
較
的
順
調
に
、
暴
虐
的
な
扱
い
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は
な
い
と

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

入
営
後
間
も
な
く
班
長
に
呼
ば
れ
、「
下
士
候
志
願
を
せ
よ
」

と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、「
私
は
長
男
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
兵

役
は
厭
い
ま
せ
ぬ
が
、
下
士
候
は
致
し
ま
せ
ん
」
と
断
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
三
回
も
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
る
の
で
、「
班
長
、

下
士
候
は
や
り
ま
せ
ん
が
、
兵
と
し
て
日
本
一
の
兵
に
な
り
ま

す
」
と
い
っ
て
中
隊
の
誰
に
も
負
け
ぬ
よ
う
努
力
を
し
た
。
ま

た
目
標
は
幹
部
候
補
生
に
お
い
て
、
彼
等
以
上
の
成
績
を
得
る

よ
う
に
も
心
を
砕
き
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
野
戦
へ
出
陣
で
あ
る
。
入
営
後
二
週
間
の

二
月
十
四
日
、
第
七
〇
師
団
独
立
歩
兵
第
一
二
三
大
隊
（
槍
第

七
一
五
四
部
隊
）
転
属
要
員
と
し
て
下
関
よ
り
出
港
、
釜
山
、

鮮
満
国
境
、
山
海
関
（
二
月
十
七
日
）

、
浦
口
、
南
京
、
上
海
、

寧
波
、
餘
姚
へ
と
長
駆
し
て
、
列
車
、
船
舶
、
舟
艇
を
乗
り
継

ぎ
、
第
二
中
隊
（
田
上
隊
）
へ
編
入
さ
れ
て
、
初
年
兵
と
し
て

の
訓
練
も
進
め
ら
れ
て
、
八
月
一
日
一
等
兵
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
寧
波
で
班
編
成
が
あ
り
、
私
は
軽
機
関
銃
班
へ
編
入

さ
れ
た
。
任
地
の
餘
姚
に
着
い
た
の
は
二
月
末
の
頃
と
思
う
。

昭
和
十
八
年
四
月
三
十
日
、
第
二
中
隊
で
は
毛
頭
院
軍
曹
外

の
合
同
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
周
港
（
第
一
中
隊
駐



屯
）
に
お
い
て
「
田
岫
山
」
反
乱
の
第
一
報
が
入
る
。
こ
れ
は

予
て
よ
り
周
港
に
お
い
て
、
日
本
軍
に
協
力
中
の
支
那
軍
と
、

我
が
第
一
中
隊
長
以
下
の
幹
部
が
何
ら
か
の
お
別
れ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
て
、
日
本
軍
が
酒
席
で
騙
し
討
ち
に
遭
い
、
中
隊

の
将
校
下
士
官
の
ほ
と
ん
ど
が
死
亡
し
、
残
る
は
初
年
兵
教
官

の
松
井
小
尉
唯
一
人
と
の
悲
報
で
あ
る
。

「
さ
あ
、
大
変
だ
。
入
隊
わ
ず
か
二
か
月
で
も
う
実
戦
の
第

一
線
」
と
思
え
ば
否
応
な
し
に
心
も
引
き
締
ま
る
。
お
の
れ

「
田
の
奴
め
」
と
憤
怒
が
わ
く
。

そ
れ
か
ら
の
三
か
月
、
五
月
、
六
月
、
七
月
と
江
南
の
雨
に

打
た
れ
、
炎
熱
に
さ
ら
さ
れ
、
体
温
と
汗
と
日
光
で
軍
服
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返
し
つ
つ
の
討
伐
行
で
あ
っ
た
。

擂
鉢
山
付
近
の
作
戦
で
、
索
敵
行
軍
中
の
機
関
銃
分
隊
の
兵

が
敵
弾
に
倒
れ
た
。
直
ち
に
散
開
、
戦
闘
開
始
で
あ
る
。
分
隊

長
は
島
本
兵
長
、
自
分
は
軽
機
の
射
手
と
し
て
位
置
に
つ
く
。

さ
す
が
に
初
年
兵
の
初
め
て
の
初
陣
で
あ
る
が
、
歩
兵
操
典
に

示
す
通
り
で
あ
る
。
軽
機
が
射
て
ば
小
銃
が
進
み
、
小
銃
が
射

て
ば
軽
機
が
出
る
。
敵
は
逃
げ
る
。
射
撃
命
令
は
出
な
い
。
だ

か
ら
弾
丸
は
射
た
ず
に
土
饅
頭
を
盾
に
前
へ
前
へ
と
出
る
。
あ

た
か
も
先
陣
争
い
で
あ
る
。
最
後
は
突
撃
と
思
っ
た
が
、
三
八

式
歩
兵
銃
な
ら
お
手
の
も
の
だ
が
、
九
六
式
軽
機
で
果
た
し
て

突
撃
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
が
頭
を
横
切
る
。
ち
な
み
に
我

が
分
隊
は
初
年
兵
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
で
我
が
分
隊
は
他
の
分
隊
よ
り
も
随
分
と
前
へ

出
た
よ
う
だ
。
と
た
ん
に
後
方
か
ら
パ
ン
パ
ン
パ
ン
と
重
機
関

銃
の
発
射
音
と
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
頭
の
上
を
弾
丸
の
音
、

土
饅
頭
を
こ
す
る
。
友
軍
の
重
機
は
百
発
百
中
と
教
え
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
一
番
恐
ろ
し
い
重
機
の
攻
撃
で
あ
る
。
し
か
も
前

門
の
狼
後
門
の
虎
で
あ
る
。
我
が
分
隊
の
余
り
に
も
前
進
し
す

ぎ
た
の
と
、
戦
友
を
殺
さ
れ
た
混
乱
か
。

土
饅
頭
の
か
げ
で
敵
に
背
を
向
け
な
が
ら
、
鉄
帽
の
中
か
ら

寄
せ
書
き
の
日
の
丸
。
早
速
役
に
立
っ
た
。
分
隊
長
が
銃
に
結

ん
で
打
ち
振
る
と
射
撃
は
止
ん
だ
。
こ
ん
な
恐
い
こ
と
は
な

か
っ
た
。

丁
度
そ
の
時
、
右
手
の
山
す
そ
を
一
人
の
支
那
服
の
男
が
か

が
む
よ
う
に
し
て
走
っ
た
。
今
度
は
重
機
が
そ
れ
を
狙
う
。
し

か
し
男
は
丘
の
向
こ
う
へ
消
え
た
。
数
十
分
し
て
男
が
帰
っ
て

来
た
。
そ
の
男
は
中
隊
で
使
っ
て
い
た
「
ト
ン
ピ
ョ
ウ
」
と
言



う
ニ
ー
コ
ー
だ
っ
た
。
か
ぶ
っ
て
い
た
帽
子
の
テ
ッ
ペ
ン
を
弾

丸
が
射
ち
抜
い
て
い
た
。
髪
も
ち
ぎ
れ
て
い
た
。
も
う
五
セ
ン

チ
下
な
ら
頭
は
木
端
微
塵
。
人
間
の
運
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。
三
か
月
の
討
伐
戦
も
、
と
う
と
う
田
岫
山
に
逃
げ
ら

れ
て
戦
い
す
ん
で
日
は
暮
れ
た
。
討
伐
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ
に
第

一
期
の
検
閲
。
続
い
て
二
期
の
検
閲
も
終
わ
り
、
一
人
前
の
兵

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
中
隊
の
勤
務
に
つ
い
た
。

あ
る
日
、
初
年
兵
集
合
で
試
験
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
上

等
兵
へ
の
進
扱
試
験
だ
と
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
。
と
こ
ろ
が
暗

号
兵
の
採
用
試
験
。
あ
あ
何
た
る
こ
と
。
中
隊
を
離
れ
て
杭
州

の
師
団
司
令
部
で
ま
た
ま
た
嫌
い
な
暗
号
教
育
。
お
陰
で
初
年

兵
を
二
年
や
っ
た
。
教
育
終
了
、
そ
の
ま
ま
師
団
司
令
部
参
謀

部
暗
号
班
に
勤
務
。
師
団
在
籍
の
ま
ま
上
海
の
第
十
三
軍
司
令

部
参
謀
部
暗
号
班
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

次
に
参
謀
部
暗
号
班
の
業
務
と
か
、
そ
の
他
実
務
上
の
体
験

を
話
し
ま
し
ょ
う
。
得
意
な
業
務
で
す
の
で
。

師
団
司
令
部
に
い
る
と
、

隷
下
の
部
隊
は
歩
兵
の
八
個
大
隊
、

輜
重
と
砲
兵
等
で
十
以
上
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
軍
司

令
部
関
係
、
飛
行
機
よ
り
の
通
信
筒
利
用
に
よ
る
連
絡
、
軍
犬
、

伝
書
鳩
等
の
各
方
面
よ
り
情
報
、
暗
号
の
受
信
、
発
進
に
伴
う

暗
号
の
解
読
、
組
立
、
成
文
化
、
書
類
作
成
、
報
告
、
下
達
そ

の
他
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
い
ろ
い
ろ
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
部
隊
の
中
で
最
も
早
く
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
立
場
に
い

た
。
階
級
は
一
等
兵
と
低
い
が
責
任
は
師
団
の
死
活
を
制
す
る

重
大
な
も
の
。
兵
も
下
士
官
も
将
校
も
皆
、
助
け
合
い
庇
い

合
っ
て
協
同
し
て
処
理
し
ま
し
た
。
一
般
戦
闘
部
隊
と
は
違
っ

て
行
軍
中
の
休
憩
は
な
い
。
夜
間
と
い
え
ど
眠
る
こ
と
も
ま
ま

な
ら
ぬ
。
暗
号
書
は
一
日
も
早
く
頭
の
中
に
叩
き
込
め
。
何
時

暗
号
書
を
焼
却
す
る
か
判
ら
ぬ
。

機
密
電
報
、
作
戦
緊
急
電
報
等
も
何
時
と
び
こ
む
か
分
か
ら

ぬ
。
入
電
し
て
一
時
間
半
も
経
過
し
て
も
ま
だ
上
へ
届
け
ら
れ

ぬ
状
態
の
こ
と
も
あ
り
、
兵
は
重
営
倉
、
暗
号
班
長
（
中
尉
）

は
禁
錮
と
処
罰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

作
戦
中
夜
営
す
る
と
、
各
人
各
隊
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
つ
き

ま
す
。
自
分
等
暗
号
班
は
、
第
十
三
軍
の
通
信
隊
が
何
処
に
お

る
の
か
と
夜
の
暗
い
中
を
、
穏
密
的
に
探
し
歩
い
た
り
し
て
、

他
の
人
に
は
知
れ
な
い
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
平
和
な

豊
か
な
状
態
な
ら
選
挙
の
街
宣
車
よ
ろ
し
く
、
マ
イ
ク
を
通
し



て
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
上
が
っ
た
声
で
「
司
令
部
は
何
処
か
」
と
や

れ
ば
一
瞬
で
片
が
つ
く
の
に
、
時
代
や
場
所
や
条
件
が
異
な
る

と
、
予
期
せ
ぬ
さ
ま
ざ
ま
の
悲
喜
哀
歓
が
発
生
し
、
五
十
年
以

上
を
す
ご
し
て
み
る
と
感
無
量
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
友
会

で
昔
の
戦
場
で
培
わ
れ
た
固
い
戦
友
愛
に
結
ば
れ
て
い
る
。

浙
江
省
の
衛
州
作
戦
（
昭
和
十
九
年
の
夏
）
参
加
の
司
令
部

直
轄
の
一
個
大
隊
が
前
線
へ
出
動
し
た
。

さ
す
が
に
支
那
軍
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
敵
は
夜
間
攻
撃
を

か
け
て
来
た
。
数
少
な
い
衛
兵
小
隊
が
力
の
限
り
を
応
戦
を
し

て
い
る
。
自
分
ら
も
銃
を
と
り
弾
丸
を
射
ち
た
い
。
そ
れ
は
許

さ
れ
ぬ
。
次
々
と
入
っ
て
く
る
暗
号
を
解
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
軍

人
か
軍
属
か
と
自
分
の
身
分
に
つ
い
て
考
え
た
り
話
し
た
も
の

だ
。温
州
作
戦
、
麗
水
作
戦
と
経
験
し
、
終
戦
前
に
は
第
七
十
師

団
は
満
州
へ
移
動
せ
よ
と
の
命
令
を
受
け
も
し
た
。

軍
人
と
し
て
の
階
級
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
上
等
兵

（
原
隊
を
離
れ
て
司
令
部
勤
務
を
し
て
い
た
の
で
、
精
勤
章
は

二
本
に
な
っ
た
が
階
級
は
忘
れ
ら
れ
、
司
令
部
付
き
の
た
め
上

等
兵
進
級
は
お
く
れ
た
）

、
八
月
二
十
日
兵
長
に
進
級
し
ま
し

た
。従
軍
中
の
苦
労
と
言
え
ば
、
食
糧
が
な
い
、
飲
料
水
が
な
い
、

マ
ラ
リ
ヤ
に
冒
さ
れ
た
等
の
こ
と
で
、
南
方
各
地
の
筆
舌
に
尽

く
せ
ぬ
大
損
害
の
悲
惨
な
戦
場
に
比
べ
れ
ば
、
程
度
は
軽
い
と

は
い
え
、
そ
れ
な
り
に
苦
し
か
っ
た
。
食
糧
で
は
輜
重
は
い
て

も
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
補
給
が
追
い
つ
か
ぬ
。
出
発
当
時
靴

下
に
入
れ
た
三
日
分
位
の
米
は
す
ぐ
な
く
な
る
。
乾
パ
ン
で
誤

魔
化
し
な
が
ら
現
地
徴
発
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
隷
下
の
戦

闘
部
隊
が
先
行
し
て
既
に
荒
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
司
令
部
が

後
進
し
て
も
何
も
な
い
。
う
ら
な
り
の
小
さ
い
南
瓜
一
個
を
三

十
数
名
で
分
け
た
こ
と
も
あ
る
。
や
っ
と
見
つ
け
た
支
那
の
玄

米
の
飯
も
一
口
二
口
し
か
な
い
。
空
腹
に
苦
し
ん
だ
。

水
も
苦
し
ん
だ
。
夏
の
炎
熱
の
行
軍
で
、
水
筒
は
い
つ
も
ほ

と
ん
ど
空
で
あ
る
。
衛
州
作
戦
で
は
、
そ
こ
ら
の
川
に
比
較
的

清
い
水
が
流
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
、
も
う
本
能
的
に
川
の

水
に
顔
を
つ
け
て
思
い
切
っ
て
飲
む
。
将
校
が
怒
っ
て
「
ブ
チ

斬
る
ぞ
」
と
叱
っ
て
も
止
め
な
い
。
消
毒
薬
も
な
い
の
で
生
水

そ
の
ま
ま
。
奇
妙
に
幸
い
に
も
腹
に
異
常
な
か
っ
た
。
後
か
ら

考
え
て
ゾ
ッ
と
し
た
も
の
だ
。



そ
ん
な
状
態
が
続
い
て
体
力
が
弱
る
と
必
ず
マ
ラ
リ
ヤ
が
出

る
。
私
は
最
も
悪
い
熱
帯
熱
に
や
ら
れ
て
、
作
戦
中
、
正
に
死

線
を
潜
り
漸
く
九
死
に
一
生
を
得
た
。
戦
友
の
言
葉
に
つ
く
せ

ぬ
愛
情
の
賜
物
と
、
今
も
そ
れ
が
強
烈
に
記
憶
に
残
り
、
親
兄

弟
に
対
す
る
以
上
の
、
感
謝
の
念
で
一
杯
で
あ
る
。
戦
地
で
共

に
苦
楽
を
分
け
合
っ
た
経
験
者
で
な
い
と
、
戦
友
愛
の
深
さ
、

戦
友
会
の
絆
の
強
さ
は
理
解
出
来
な
い
。

終
戦
に
な
っ
た
が
部
隊
の
危
険
は
前
に
も
増
し
て
悪
化
し
た
。

九
月
の
中
頃
の
こ
と
か
、
蛙
埠
に
近
い
大
通
に
、
約
二
千
人
の

在
留
邦
人
が
い
て
、

共
産
軍
の
脅
威
か
ら
救
出
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
救
出
作
戦
で
は
予
想
せ
ぬ
数
名
の
死
亡
と
い
う
損
害
を
出

し
た
。
戦
死
者
本
人
は
勿
論
、
遺
族
の
心
情
を
思
え
ば
真
底
や

り
切
れ
な
い
。
戦
場
は
無
常
で
あ
る
。
合
掌
あ
る
の
み
。

九
月
十
二
日
司
令
部
よ
り
原
隊
の
第
一
二
三
大
隊
第
二
中
隊

へ
転
属
と
な
り
、

原
隊
の
全
員
は
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。

暗
号
の
業
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
兵
隊
本
来
の
陣
中
勤
務
に
服

し
た
。
九
月
の
末
頃
か
、
支
那
軍
の
正
規
軍
に
警
備
を
ゆ
ず
り
、
私

は
歩
■
を
交
替
し
、
武
装
解
除
を
受
け
た
。
思
い
も
よ
ら
ず
敵

に
降
伏
し
て
武
器
を
引
き
渡
し
て
丸
腰
に
な
る
と
は
、
悔
し
さ

と
は
ま
た
別
に
、
命
あ
っ
て
の
物
種
で
、
内
地
へ
生
き
て
帰
れ

る
と
の
喜
び
が
心
の
片
隅
に
湧
い
て
く
る
。

こ
れ
以
後
、
食
事
は
朝
夕
の
一
日
二
回
、
若
い
せ
い
か
な
に

も
し
な
く
て
も
、
腹
だ
け
は
空
い
て
く
る
。
丁
度
支
那
軍
の
指

示
に
よ
る
道
路
の
清
掃
や
そ
の
他
の
雑
役
に
出
る
と
パ
ン
一
個

を
支
給
さ
れ
る
。
パ
ン
に
つ
ら
れ
て
雑
役
に
出
て
空
腹
の
た
し

に
し
た
。

や
が
て
内
地
帰
還
に
希
望
と
歓
呼
を
胸
一
杯
ふ
く
ら
ま
せ
て
、

昭
和
二
十
一
年
一
月
末
頃
の
こ
と
か
、
バ
ン
プ
ー
よ
り
列
車
輸

送
で
上
海
へ
集
結
し
た
。
上
海
へ
来
て
待
機
約
一
か
月
目
に
、

不
幸
に
も
伝
染
病
（
腸
チ
フ
ス
）
が
発
生
し
、
さ
ら
に
約
一
か

月
遅
れ
て
三
月
七
日
上
海
出
発
、
思
い
出
多
い
支
那
大
陸
と
不

幸
に
も
帰
ら
ぬ
戦
友
の
御
霊
に
つ
き
せ
ぬ
別
れ
を
惜
し
み
、
三

月
九
日
博
多
上
陸
、
同
日
現
役
延
期
解
除
除
隊
と
な
り
、
懐
か

し
の
我
が
家
へ
帰
り
ま
し
た
。

上
海
で
乗
船
待
機
中
の
苦
し
い
思
い
出
は
ま
た
ま
た
飯
の
こ

と
で
す
。
朝
食
は
飯
盒
一
杯
を
六
人
で
、
夕
食
は
粥
を
六
人
で

分
け
ま
す
。
副
食
と
て
別
に
な
し
。
次
々
に
栄
養
失
調
と
な
り



ま
す
。
倉
庫
の
中
で
ペ
タ
リ
と
坐
っ
た
ま
ま
何
も
す
る
こ
と
も

な
く
日
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
シ
ラ
ミ
だ
け
は
遠
慮
な
く

わ
い
て
く
る
。
お
天
気
の
よ
い
日
は
室
外
で
シ
ラ
ミ
と
り
を
す

る
。
そ
ん
な
毎
日
が
続
く
。

本
当
に
日
本
内
地
へ
帰
れ
る
の
か

ま
た
伝
染
病
が
出
た
り
し
な
い
か

デ
マ
や
偽
り
の
情
報
ば
か
り
入
っ
て
く
る

一
日
も
早
く
帰
り
た
い
焦
り
と
、
不
安
と
、
何
時
に
な
る
と
帰

れ
る
の
か
、
こ
ん
な
毎
日
で
は
か
な
わ
ん
と
焦
り
、
不
安
、
不

平
、
不
満
が
爆
発
し
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
も
う
メ
イ

フ
ァ
ー
ズ
。
ひ
た
す
ら
耐
え
忍
ぶ
の
み
。
前
向
き
の
苦
労
で
な

く
、
後
向
き
の
苦
労
で
あ
る
。
在
支
期
間
中
、
一
番
嫌
な
思
い

出
の
期
間
で
あ
り
ま
し
た
。

復
員
し
て
家
へ
帰
る
と
、
次
の
弟
が
一
週
間
前
に
南
支
よ
り

無
事
帰
っ
て
い
て
、
お
互
い
の
無
事
を
一
家
で
喜
び
合
い
ま
し

た
。
農
家
と
は
い
え
、
三
月
に
帰
宅
し
た
復
員
兵
二
人
の
飯
米

は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
年
の
十
一
月
に
そ
の
年
の
産
米
の
供
出
割

当
て
の
た
め
で
す
。
そ
れ
で
も
農
家
の
お
陰
で
麦
と
野
菜
で

補
っ
て
お
り
ま
し
た
。
作
付
面
積
も
働
き
手
二
人
の
出
征
の
た

め
一
町
二
反
よ
り
七
～
八
反
に
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

復
員
二
十
三
歳
、
結
婚
二
十
四
歳
、
一
男
一
女
と
孫
三
人
に

恵
ま
れ
、
地
域
関
係
や
職
域
関
係
の
役
員
も
永
ら
く
勤
め
て
感

謝
さ
れ
、
二
十
年
前
に
父
を
、
去
る
九
月
に
母
を
見
送
っ
て
、

今
は
平
和
に
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
く
、
落
着
い
て
生
活
し
て
お
り

ま
す
。
独
立
歩
兵
第
二
十
三
大
隊
を
永
久
に
記
念
し
て
「
中
支
派
遣

血
風
戦
友
録
」
を
第
一
号
よ
り
第
五
号
の
シ
リ
ー
ズ
物
と
し
て
、

今
な
お
若
い
血
を
た
ぎ
ら
せ
、
戦
友
相
寄
り
大
い
に
談
じ
、
相

喜
び
相
励
ま
し
て
お
り
ま
す
。

昔
の
夢
を
想
い
、
亡
き
戦
友
の
冥
福
を
念
じ
て
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
頑
張
り
ま
す
。

思
い
出
の
軍
隊
生
活
　 新潟
県
　
長
谷
川
賢
次
郎
　 

私
達
親
子
三
人
は
東
京
の
淀
橋
区
（
現
新
宿
区
）
戸
塚
二
丁

目
、
早
稲
田
大
学
の
近
く
で
生
活
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年




